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「 

渡
り
ま
す

歩
い
て
ま
す 

」

元
気
な
命
が

６ １０
659

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、

去
る
９
月
13
日
（
金
）
東
京
都

千
代
田
区
の
「
全
社
協
・
灘
尾

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
『
理
事

会
』
を
開
催
し
、
10
月
10
日

（
木
）
開
催
の
第
74
回
全
国
大

会
の
附
議
事
項
に
つ
い
て
審
議

し
た
。

　

理
事
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

古
賀
誠
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、

続
い
て
佐
藤
信
秋
会
長
特
別
補

佐
、
山
本
巧
道
路
局
長
が
挨
拶

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
道
路
局

よ
り
道
路
行
政
に
関
す
る
情
報

提
供
を
い
た
だ
き
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
檜
山
俊
宏
筆
頭

副
会
長
（
広
島
県
議
会
議
員
）

が
会
長
の
職
務
を
代
行
し
議
長

を
務
め
た
。

　

は
じ
め
に
、
第
74
回
全
国
大

会
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
、
平

田
博
幸
理
事
（
青
森
県
藤
崎
町

長
）
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
第
74
回
全
国
大
会

附
議
事
項
で
あ
る
、
役
員
の
一

部
改
選
、
要
望
事
項
を
審
議

し
、
要
望
事
項
に
基
づ
い
た
決

議
案
を
坂
本
克
己
副
会
長
（
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が

朗
読
し
た
。
全
て
の
附
議
事
項

が
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
、
全

国
大
会
へ
附
議
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

次
に
、
第
75
回
全
国
大
会
を

福
井
県
で
開
催
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
杉
本
博
文
副
会
長
（
福

井
県
池
田
町
長
）
よ
り
提
案
が

あ
り
承
認
さ
れ
た
。

　

本
日
は
、
理
事
会
に
ご
参
加

を
頂
い
た
全
国
の
理
事
の
皆
様

に
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
同
時

に
、
今
日
の
理
事
会

が
極
め
て
大
事
な
議

題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ス
ム
ー
ズ

で
実
り
の
あ
る
理
事

会
に
な
り
ま
す
よ
う

に
、
ご
協
力
の
ほ
ど

お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
大
変
ご
多
忙
の
中
、

国
土
交
通
省
の
山
本
道
路
局
長

を
は
じ
め
、
幹
部
の
皆
様
方
に

ご
出
席
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
あ
ら
た
め
て
日
頃
の
ご

指
導
と
ご
協
力
に
た
い
し
ま
し

て
、
敬
意
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ご
案
内
の
通
り
、
元
日
に
発

生
い
た
し
ま
し
た
能
登
半
島
地

震
、
８
月
の
台
風
10
号
に
よ
る

被
害
、
相
変
わ
ら
ず
日
本
列
島

は
、
台
風
・
地
震
・
雨
等
の
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
毎
年
で

あ
り
ま
す
。

　

国
土
強
靱
化
の
基
本
法
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
い

よ
い
よ
魂
を
入
れ
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
大
事
な
時
で
あ
り
ま

す
。
形
は
で
き
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
魂
で
あ
り
ま
す
実
施
中
期

計
画
を
で
き
る
だ
け
早
く
策
定

し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
伴
い

ま
す
財
源
の
確
保
が
あ
っ
て
初

め
て
、
こ
の
国
土
強
靱
化
の
抜

本
的
な
改
革
が
実
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
全
国
道
路
利
用
者

会
議
に
と
り
ま
し
て
も
、
正
念

場
を
迎
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
道
路
局
と
一
緒
に
な
り

ま
し
て
、
全
力
を
尽
く
し
て
政

治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
ご
出
席
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
坂
本
会
長
は
じ
め
、
全
国
ハ

イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
、

日
本
バ
ス
協
会
、
こ
う
し
た
利

用
者
の
方
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

結
集
い
た
し
ま
し
て
、
財
源
確

保
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
私
ど

も
の
当
面
の
使
命
で
あ
り
責
任

で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

特
段
の
ご
協
力
と
結
束
を
心
か

ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
全
国
大
会
は
、
ご
案

内
の
通
り
10
月
10
日
に
青
森
県

で
開
催
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
私
も
伺
う
の
を
楽
し
み
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
と
同
時

に
、
全
国
か
ら
の
ご
参
加
を
心

〔
新
選
出
理
事
〕

北
海
道
・
松
橋
謙
一

北
海
道
・
日
野
健
一

北
海
道
・
平
島
誉
久

群
馬
県
・
田
村
利
男

神
奈
川
県
・
佐
藤
亮
一

愛
知
県
名
古
屋
市
・
う
え
ぞ
の

晋
介

滋
賀
県
・
松
田
直
樹

大
阪
府
・
坂
田
喜
信

広
島
県
・
仮
井
康
裕

高
知
県
・
山
本
倫
世

長
崎
県
・
山
上
広
信

熊
本
県
・
上
田
泰
弘

特
別
会
員
・
向
井
地
博
史

特
別
会
員
・
鎌
田
修
治

〔
新
指
名
常
任
理
事
〕	

北
海
道
・
松
橋
謙
一

群
馬
県
・
熊
川　

栄

神
奈
川
県
・
鈴
木
祥
一

滋
賀
県
・
松
田
直
樹

大
阪
府
・
坂
田
喜
信

高
知
県
・
森
本
敬
一

特
別
会
員
・
向
井
地
博
史

〈
敬
称
略
〉

実施中期計画を速やかに策定し、予算・財源の確保を！実施中期計画を速やかに策定し、予算・財源の確保を！
全
国
道
路
利
用
者
会
議
『
理
事
会
』
開
催

全
国
道
路
利
用
者
会
議
『
理
事
会
』
開
催

決　

議
（
案
）

　

次
に
掲
げ
る
項
目
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
現
す
る

こ
と
。

一
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加

速
化
対
策
に
つ
い
て
、
物
価
や
人
件
費
の
高
騰
も

踏
ま
え
、
令
和
六
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
５

か
年
加
速
化
対
策
の
枠
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
必
要
な
予
算
・
財
源
を
確
保
す
る
こ
と

　
　

ま
た
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
な
ど
を
踏
ま
え
、

国
土
強
靱
化
の
取
組
を
切
れ
目
な
く
継
続
し
て
い

く
た
め
、
実
施
中
期
計
画
を
速
や
か
に
策
定
し
、

必
要
な
予
算
・
財
源
を
別
枠
で
確
保
す
る
こ
と

一
、
我
が
国
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
成
長
力
及
び
国

際
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
、
重
要
物
流
道
路
の
整
備

推
進
な
ど
、
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す

る
こ
と

一
、
高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
、
利
用
に
応
じ
た
料
金

制
度
と
し
つ
つ
、
事
業
者
向
け
割
引
を
継
続
す
る

こ
と

一
、
経
済
活
動
の
生
産
性
向
上
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
推
進
を
図
る
た
め
、
利
用
者
目
線
で
の
渋
滞

対
策
の
実
施
、
道
の
駅
な
ど
の
休
憩
施
設
の
機
能

強
化
、
中
継
物
流
拠
点
の
整
備
及
び
交
通
結
節
機

能
の
強
化
を
推
進
す
る
こ
と

　

こ
れ
ら
の
項
目
も
踏
ま
え
、
賃
金
水
準
な
ど
の
上
昇

に
対
応
す
る
中
で
も
、
山
積
す
る
道
路
整
備
の
課
題
に

対
応
し
、
計
画
的
か
つ
長
期
安
定
的
な
道
路
整
備
・
管

理
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
財
源
の
創
設
等
に
よ

り
、
令
和
七
年
度
道
路
関
係
予
算
は
、
所
要
額
を
満
額

確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
国
土
強
靱
化
の
み
な
ら
ず
、

我
が
国
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
成
長
力
及
び
国
際
競

争
力
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
も
、
公
共
事
業
を
含
む
令

和
六
年
度
補
正
予
算
を
速
や
か
に
編
成
す
る
こ
と
。

令
和
六
年
十
月
十
日

全
国
道
路
利
用
者
会
議

第
七
十
四
回
全
国
大
会

古
賀
誠
会
長
挨
拶

古
賀
誠
会
長
挨
拶

役
員
の
一
部
改
選
（
案
）

役
員
の
一
部
改
選
（
案
）

か
ら
期
待
し
、
お
願
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
、
会
議

に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
ご
協
力
・
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

石
破
内
閣
発
足

石
破
内
閣
発
足

　

10
月
１
日
に
石
破
内
閣
が
発
足
し
た
。

　

国
土
交
通
大
臣
に
は
斉
藤
鉄
夫
氏
、
国
土
交
通
副

大
臣
に
は
國
場
幸
之
助
氏
、
堂
故
茂
氏
、
国
土
交
通

大
臣
政
務
官
に
は
こ
や
り
隆
史
氏
、
石
橋
林
太
郎

氏
、
尾
﨑
正
直
氏
が
再
任
さ
れ
た
。

堂
故
茂
国
土
交
通
副
大
臣

参
議
院
議
員
、
富
山
、
当
選
２

回
、
72
歳

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣

前
衆
議
院
議
員
、
広
島
３
区
、

当
選
10
回
、
72
歳

國
場
幸
之
助
国
土
交
通
副
大
臣

前
衆
議
院
議
員
、
比
例
九
州
、

当
選
４
回
、
51
歳

こ
や
り
隆
史
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

参
議
院
議
員
、
滋
賀
、
当
選
２

回
、
58
歳

石
橋
林
太
郎
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

前
衆
議
院
議
員
、
比
例
中
国
、

当
選
１
回
、
46
歳

尾
﨑
正
直
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

前
衆
議
院
議
員
、
高
知
２
区
、

当
選
１
回
、
57
歳


